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様式第 1号 
会 議 録 

会議の名称 令和４年度 第１回生涯学習推進センター運営協議会 

開催日時 令和４年１０月３１日（月）午後２時００分～３時１５分 

開催場所 所沢市生涯学習推進センター １階 エンカウンタールーム 

出席者の氏名 井関義邦、伊藤明芳、糟谷実、川地武、宮本八惠子 

欠席者の氏名 須賀聡 

説明者の職・氏名 なし 

議題 

（１） 生涯学習推進センター事業の進捗状況について 

（２） 意見交換 

「子どもたちの居場所づくり～センターの夜間活用～」 

（３） その他 

会議資料 

① 次第 

② 資料１「令和４年度 生涯学習推進センター事業進捗状況」 

③ 資料２「子どもたちの居場所づくり～センターの夜間活用～」 

④ 生涯学習推進センター概要 

⑤ ふるさと研究ニュース 

⑥ 翔びたつひろば１１月号 

担当部課名 

教育委員会 
教育長：中島秀行 
教育総務部長：千葉裕之 
教育総務部次長：皆川博幸 

  教育総務部社会教育担当参事兼社会教育課長事務取扱：吉田謙治 
学校教育部次長兼学校教育課長事務取扱：中田利明 
教育総務部文化財保護課主査：田島直子 
教育総務部生涯学習推進センター 
所長：酒井忠夫、主査：平野清人、主査：藤巻幸子、 
主事：永友恵悟 
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様式第２号 
発 言 者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
議長：会長 
 
 
 
議長：会長 
 
 
事務局 
 
議長：会長 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
事務局 

◇生涯学習推進センター所長の司会により開会。（１４：００） 
 

◇教育長あいさつ 
  
◇会長あいさつ 
  
その後、会長が議事進行にあたった。 
（傍聴者なし） 

 
会議録の記録方式は要約方式に、確定方法は議長の承認方式とする。 
事務局が書記を務める。 

 
◇生涯学習推進センター事業の進捗状況について 
ここから議事に入ることとし、はじめに、生涯学習推進センター事業の進捗

状況について事務局から説明していただきたい。 
 
生涯学習推進センターの事業の進捗状況について、資料１に基づき説明。 
 
事務局の説明に質問・意見はあるか。 
 
６月に市民大学開講式が行われたとあるが、どのような講座がどのようにし

て行われたか。 
 
市民大学は約１年半の連続講座であり、その内容は市民大学の修了生が企画

する。１年次は全体で講座を受講、２年次は「日本の芸能」「脳の科学」「音
楽」等の７つのグループにわかれて受講している。 
 
どのような講座が人気か。音楽グループはどのようなものを演奏するのか。 
 
音楽や所沢地域史が特に人気である。音楽グループは、小学校で習った楽器

等を用いて、雅楽風の音楽を奏でている。 
 
学び直しの場があることは、とてもいいことだと思う。教えてくれる人がい

ることによって、新たな視点から歴史等を知ることができると思う。あらため
て生涯学習の意義を感じた。 
 
教育臨床研究エリアで行われている研修は、どのようなものがあるか。 
 
就学相談に関して、学校の教員を集めて就学相談支援員等の専門家からアド

バイスを受ける研修を行っている。また、特別支援学校の先生とも連携を取り、
相談の受け方や関わり方について指導を行っている。 
 
生涯学習推進センター内で、教育臨床研究エリアがあることをあまり知らな

かった。所沢市では、就学相談等の相談は、センターに来ることになっている
のか。 
 
未就学児に関する相談においては、学区内の学校や学校教育課で対応するこ

ともあるが、保育園・幼稚園では相談は教育臨床研究エリアへ行くよう案内し
ており、それに対応できる学校教育相談員も常駐している。 
 
教育臨床研究エリア内で、エンカウンタールームと相談室の利用が多いのは

なぜか 
 
講座や研修はエンカウンタールームで実施することが多く、また個別相談で

は個室である相談室で面談を行っている。 
  
～音楽グループの卒業生によるサークル発表会の音源を披露～ 
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議長：会長 
 
事務局 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 

◇意見交換「子どもたちの居場所づくり～センターの夜間活用～」 
それでは、事務局から意見交換について、趣旨説明をしていただきたい。 
 
意見交換の趣旨について、資料２に基づき説明。 
 
今の子どもが何を求めているのか。様々な要望があると思うが、集団でいら

れるような仲間・居場所づくりという認識でよろしいか。 
 
２つの目的があると考えている。個人として「場」が欲しい子どもや、仲間

とともに「寺子屋」のように勉強できる場を求めている子どもがいると思う。 
 
生活の変化に伴い、地域や家庭の「教育力」の低下がみられており、その中

で、意義があるものだと思うが、事務局はどう考えているか。 
 
もっと利用されるためには、ニーズの把握が必要と認識している。 
 
ニーズの把握は重要であり、地域の子どもの実情を把握しているのは自治会

であるから、連携するのはどうだろうか。 
本人はあまり感じていないかもしれないが、周りから見ると支援が必要な子

もいるのではないか。 
また、居場所づくりや連携は地域の公民館に任せておいて、マイナーなスポ

ーツや趣味など、市域全体をみてそういった人が交流できる空間を提供するの
もよいと思う。 
公民館ではできないニーズをくみ取り独自性を発揮していくことも重要であ

る。 
 
生涯学習推進センターという名前のとおり、学習できる場所というのが特徴

であると思う。居場所を提供する「場」、つながりや不安を解消できる「素
材」、夜間に教えてくれる「人」の３本立てで、特徴づけしてはどうか。 
例えば、鉄道を趣味とする人の集まりと考えた場合、話したい人と、情報を

知りたい人がいる。こういった人同士が交流できる場などはどうだろうか。 
そして、生涯学習であるから、こういったところで学んだ人が大人になっ

て、子どもたちを呼び込む循環ができればよいと思う。 
 
勉強したい子の中には、家以外のほうが集中できるという人もいる一方で、

図書館はすでに混雑している現状がある。中高生の居場所づくりは重要だと思
うが、もう少しすり合わせが必要である。 
心の居場所づくりという観点で考えると、友達との談話の場や、教えたい、

教わりたい、また体を動かしたいというのもあり、それぞれの意見のまとめが
必要である。 
学習をメインとして進めるのなら、時間や範囲、学年等の約束づくりも必要

だと思う。 
 
生涯学習推進センターの利用者は現状、高齢者が多い。学校で教えてくれる

こと以外の知恵や昔話などを、子どもと交流しながら伝承できる場でもよいの
ではないか。 
 
センターでは、地域を超えた活動、例えば外国人の学びの場なども考えられ

る。中高生では、ゲームアプリの開発など、何か特殊なテーマで交流できる場
を探している人もいる。そんな人の場になるのもよいと思う。そういった広域
的な活動の場合、小学生の利用は考えにくい。 
また、個別指導塾に通えない高校生向けの個別指導はどうだろうか。 
生涯学習にはすべての人の個別学習を応援するというテーマもある。また、

学習のボランティアには教職課程の学生も活用できるのではないか。 
 
公民館や学校の管轄とすみわけするのは難しい。条件を設けないことや、ア

ンケートを通じてニーズを把握することで、多面的な支援ができると思う。ま
た、お年寄りとの触れ合いを通じて、様々なことが学べると思う。 
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委員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
議長：会長 
 
副会長 

学習室がたくさんあることを活かして、個人学習の場や、グループで学べる
場、教えてもらえる部屋、とにかく集まる部屋等の様々なコンセプトの部屋を
用意して、子どもをひきつける取り組みを行ってみてはどうか。 
 

◇その他 
・生涯学習推進センターは、令和５年４月より社会教育課と統合を予定してい
る。業務運営の調整を進めているが、市民に影響するような大きな変更は予
定していない。また、生涯学習推進センター運営協議会は存続し、継続して
審議をしていただく予定である。 

・次の協議会は２月頃を予定している。 
 

 議事が終了したので、進行を事務局にお返しする。 
 
◇副会長の閉会のことばを以って終了とした。 
 

 


